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��/�����ワイヤレス・セン
サのリファレンス・デザイン1

����

Magnus®−S ICを��したオン・セミコンダクター
の�
�ワイヤレス・センサにおける��チューニ
ング�Chameleon�テクノロジを� して、!"な 
#に$%する&コストのワイヤレス・センサを()
できます。2このリファレンス・デザイン・ノートで
は、Magnus−S ICと、./なフローティング01シ
ートで34された56の7�ダイポール・アンテナ
を; して、<=または>?センシング �
�ワ
イヤレス・センサについて@Aします。このセンサ
は、01シートでBCされるD
Eのために、01
シートがFGHループに>?するとインダクタンス
が&Jする、KLMな
NOPを� していま
す。シートがループに>づくほどインダクタンスが
&Jします。

RFIDタグ の56のダイポールQRでは、7�F
GHループを; して、RFID ICのS=T
UVを
チューニングします。このFGHチューニング・ル
ープの>くに01シートをWくと、ループとシート
XのYZに%じてインピーダンスが\4します。
Magnus−SのChameleonエンジンは、インダクタンス
の\4を]^してS=T
UVを_`し、ダイにa
bするピーク
=をcdします。T
UVの\4
は、efMなEPC�のREADコマンドを; して、
ダイからセンサ・コードとしてiみjることができ
ます。センサ・コードはアンテナ・インダクタに$
するシートのk$lWをmnします。
>?センサはopにタグをjりqけ、そのタグと
k$Mにrsする01パッチをvのpにjりqけま
す。パッチがrsしてタグに?>すると、チューニ
ング・ループのインダクタンスが&Jします。
Chameleonエンジンはインダクタンスの&JをT

UVをwきくしてxyするため、T
UVはwきな
zのセンサ・コードとしてiみjることができま
す。センサは、?>しているほどwきなセンサ・コ
ードzで{らせます。

>?センサは、シートとインダクタXに|<バネ

を; すれば<=センサに\�できます。����

フォームの7さなブロックで./なバネが��され
ており、<=を�けると�さが\4します。<=が
3いほど���が<�され、01シートがインダク
タに?>して、インダクタンスが&Jします。>?
センサの��と�"、Chameleonエンジンはインダ
クタンスの&JをT
UVをwきくして(センサ・コ
ードzがwきくなる)xyします。センサは<=が�
いほどwきなセンサ・コードzを�{します。

センサ・デザイン

>?/<=�
�ワイヤレス・センサは、56の7
�ダイポールを、�さ127 �mのPET、ポリイミド、
または�の��なプラスチック���に�Cされた
FGHチューニング・ループと�み�わせて; し
ます。014パターンをFigure 1に�します。
ここで、��Mな��とX�は1.27 mmです。

Figure 1. Metallization Pattern for 
a Proximity/Pressure Sensor

1ここで��する����と�	
��は
��
のものであ
り、オン・セミコンダクターはこれらの��や���に�す
る��は�いません。オン・セミコンダクターは、� した
Magnus−SデバイスおよびChameleonエンジンの#�や$%
を、いつでも&'なく()することがあります。

2Chameleon Sensors Application Note AND9209JP/D.

APPLICATION NOTE

www.onsemi.jp

https://cma.onsemi.com/pub_link/Collateral/AND9209JP-D.PDF
http://www.onsemi.jp/PowerSolutions/home.do?currentSession=-1


AND9210/D

www.onsemi.jp
2

Figure 2に�すように、センサにはFGHチューニ
ング・ループとほぼ�じサイズの01パッチが� 
されており、チューニング・ループの¡�に¢Wさ
れています。パッチとアンテナのX�は£
0.5〜3 mmの¤¥にQ¦できます。

Figure 2. Inductive Loop with Metal Patch

FGHチューニング・ループで¥まれた§¨は、
センサ・コードの©チューニング¤¥が0〜31の¤
¥�になるように、アプリケーションごとに_`す
る¬­があります。チューニング・ループと01パ
ッチのX�が�まるとセンサ・コードがwきくなる

ので、QRターゲットとして、X�が¯7のときに
コードが25q>、¯wのときに5q>になるように
します。これはセンサがどちらかのコード°±(0ま
たは31)に²りqくことを³´するために、µ¶·¸
¹やº»\sに$して¼½をもたせるためです。

��センサとしての��

<=センサとしてs¾させる��は、�さが
1.59 mm (1/16インチ)である����フォームのラバ
ーを; して、チューニング・インダクタの�に0
1パッチをjりqけます。¿ÀRFIDÁ¨にわたって
センサ・コードがÂÃ4され、<=ごとに1つのÂ
Ãセンサ・コードがBCされます。ÂÃ4によりÄ
ÅÆがÇ�します。2

<=È�におけるセンサのHÆをFigure 3に�しま
す。<=ÈのÄÅÆが0.5 PSIであることにÉÊして
ください。センサは7さなヒステリシスで、<=に
$してÌÍにÎ�Mな%Ïを�しています。.Ðな
Î�キャリブレーションを� して、ÂÃセンサ・
コードのiみjりzをPSIにÎ?\�することもでき
ます。

その の!"

<=センサで&コストの����フォームを; 
して、ÌÍにÒÓなセンサを��することができま
す。ただし、·XÔÕにより���が\�したりÖ
り×るおそれがあります。01バネを; した�Ø
Ù<=センサもÚÆです。

Figure 3. Pressure Sensor Performance in a Pressure Chamber Including Hysteresis
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このQRコンセプトを01]^Ûとみなして、
01のÜÝのÞ�をß¦できます。àáâãÄäで
åえられる #では、プラスチックµパイプをEれ
るæ��の01のÞ�をß¦できます。
>?アプリケーションとして、ドアやçの(/èセ
ンサなどオン/オフを]^する #もéまれます。
セキュリティ・シールとして; すると、コンテナ

を(けたときに01がêがれて、センサがëざんを
]^できます。56のRFIDタグではタグがìれた�
�にしかこのíÆを�îできず、タグがïつからな
いときに¸]^するÚÆHがあります。Magnus−S
$%の�
�ワイヤレス・センサ・タグを; する
と、タグがëざんのÞ�を�{し、¸]^のÚÆH
をw�に&×することができます。
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ON Semiconductor*びONのロゴはSemiconductor Components Industries, LLC (SCILLC),しくはその-./の01*び/または2の1における3456です。SCILLCは#7、
56、8�9、トレードシークレット(>?@A)と2のB
C�9にDする9EをF�します。SCILLCのGH/#7のI�DJリストについては、LMのリンクからごNいただ
けます。www.onsemi.com/site/pdf/Patent-Marking.pdf.�SCILLCはO'なしで、PQ� のGHの()を�うことがあります。SCILLCは、いかなる#Rの�
でのGHのIS�に
ついてFTしておらず、また、おUVのGHにおいてWXのY�やZ�から[じた\]、#に、^_
、`_
、ab
なcdにDして、いかなる\]もeうことはできませ
ん。SCILLCデータシートやfVQに�されるg$�のある「6h
」パラメータは、アプリケーションによってはnなることもあり、opの�$もq`のrsにより(tするg
$�があります。「6h
」パラメータをuむすべての��パラメータは、ごZ�になるアプリケーションにYじて、おUVのvwxyzにおいて{|}Tされるようお~い�
します。SCILLCは、その#79やその2の9EのM、いかなるライセンスも7�しません。SCILLCGHは、��への��
��を�
とするシステムへのZ�、[���を�

としたアプリケーション、また、SCILLCGHの��Sによる���の��が�こり�るようなアプリケーションなどへのZ�を��した��はされておらず、また、これらを
Z�DJとしておりません。おUVが、このような��されたものではない、7gされていないアプリケーション�にSCILLCGHを��またはZ�した�S、たとえ、SCILLC
がその�Hの��またはG�に�してs�があったと� されたとしても、そのような��せぬZ�、また¡7gのZ�に�¢した���から、^_、£は`_
に[じるすべ
てのクレーム、¤�、cd、r¤、および¥¦§¨などを、おUVの\]において©ªをお~いいたします。また、SCILLCとその«¬、­?¬、-./、�¢./、®�¯にD
して、いかなるcdも°えないものとします。SCILLCは±�².³�/´µ¶·±��です。この¸¨はI�されるあらゆる8�9¹のDJとなっており、いかなるº¹によっ
ても»¼することはできません。
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